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【緒言】シンチレータは放射線励起後に即座に発光する蛍光体材料であり、核医学や高エネルギ

ー物理学など様々な分野で利用されている。これまでに単結晶シンチレータが多く使用されてい

る中、近年、安価や高い成形加工性等の利点からガラスシンチレータが注目されている。これま

で様々なガラス材料が検討されている中、TeO2ガラスは実効原子番号が高いため X、γ 線に対す

る高い検出効率、さらにフォノンエネルギーが低いため高

い発光量を示す可能性がある[1-2]。本研究では新たに

Dy2O3を添加した 85TeO2–5Al2O3–(10-x)SrO–xDy2O3ガラ

スを作製し、そのシンチレーション特性を評価した。 

【実験方法】原料粉末(TeO2、Al2O3、SrCO3、Dy2O3)を混

合後、950 °C で 1 時間加熱した。その後 300 °C で急冷す

ることで、試料を得た。得られた試料について、シンチレ

ーションスペクトル、シンチレーション減衰時間曲線を測定した。 

【実験結果】図1にX線励起シンチレーションスペクトルを示す。

全ての試料においてDy3+の 4f-4f遷移に由来するピークが 481、573、

660 nm に観測された[1]。作製した試料のうち、1.0％Dy2O3 添加

試料が最大のシンチレーション強度を示した。 

図 2に X 線励起シンチレーション減衰時間曲線を示す。第 2成

分の減衰時定数はそれぞれ 0.791 ms (Dy2O3:0.1%)、0.785 ms  

(Dy2O3:1.0%)、0.709 ms (Dy2O3:2.0%)、0.661 ms (Dy2O3:5.0%)であっ

た。これらは Dy3+の 4f-4f遷移に由来すると推察される[1-2]。本講

演では当該ガラスのシンチレーション特性ついて詳細に議論する。 
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図 1 シンチレーションスペクトル。 

 

 

 
図 2 シンチレーション 

 減衰時間曲線。 
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